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福岡市などに３８５万円贈る
　　福岡沖玄界地震救援金の第１次分

「歩みの会」(宇佐市)に毎日社会福祉顕彰
　　　心身障がい者らの活動支えて31年

　社会福祉の発展向上に貢献した個人や団体に贈

る２００５年度の第35回「毎日社会福祉顕彰」(毎

日新聞社会事業団主催・厚労省、全国社会福祉協議

会後援)に大分県宇佐市に本拠を置く｢歩みの会｣(代

表・寄村仁子=とよこ=さん)が選ばれた。心身障が

い者のデイケア施設や共同作業所などを運営してお

り、会の設立から３１年目の快挙となる。

毎日社会福祉顕彰は、毎日新聞社会事業団の創立

６０周年を記念して１９７１(昭和46)年に設定。こ

れまでに全国から個人８４人と２３団体が受賞して

おり、西部社会事業団管内からは、ユニークなホー

ムレス支援活動で昨年受賞した奥田知志さん(北九

州市)に続き２年連続、１６件目の受賞となる。

　「歩みの会」は、代表の寄村さんが「真の障がい

児教育とそのあり方」を求めて１９７４年９月、大

分県中津児童相談所に勤務していたころに知り合っ

た障がい児の母親ら親子１０組と１４人のボランテ

ィアで宇佐市に設立。まずプレハブ建ての障がい児

保育施設「みんなの家」を建設。ここを拠点に、徐

々に活動の範囲を拡大。共同作業所や生活学校、ケ

ア・ホーム、生活支援センター、企業組合などを次

々と設立。これらの施設を宇佐市内だけでなく、大

分市や中津市、更に隣県・福岡県豊前市にも建設す

るなどして、活動の場を広げ、現実に即した障がい

児・者のための生活環境づくりを進めていった。会

が発足した当初は、施設に入所させる、いわゆる施

設福祉が主流だったが、「歩みの会」の活動は、在

宅福祉や地域福祉の考え方をいち早く取り入れ、社

会福祉制度のあり方を問い直した。そうした活動は

その後のデイサービスの制度化につながるなど、先

駆的な役割を果たしたことも、今回の受賞に値する

大きな評価点にもなった。

  　　　９月16日、東京本社で贈呈式

　「歩みの会」とともに、大阪市西成区のあいりん

地区で子どもたちの世話を続ける荘保共子さん(58)

▽進行性筋ジストロフィーと闘いながら自立への諸

活動を精力的に実践する仙台市の山田富也さん(53)

の２人も選ばれ、９月16日に毎日新聞東京本社(東

京都千代田区)で贈呈式があり、それぞれ賞牌と賞

金各１００万円が贈られる。

　福岡沖玄界地震の被災者救援の

ため、毎日新聞社と毎日新聞社会

事業団は、地震発生直後の今年３

月24日から募集を始めた被災者救

援金のうち、５月末までに集まっ

た3,846,499円を第１次分として

福岡市災害対策本部=写真、と日

本赤十字社福岡県支部に贈った。

　救援金の呼び掛けは西部社会事

業団をはじめ東京、大阪、中部の

各事業団で一斉に始めた。当初は

昨年10月の新潟県中越地震、更に

スマトラ沖大地震の発生、と国内

外で大規模地震が相次いだことも

あって“募金疲れ？”の懸念もあ

ったが、受け付けと同時に続々と

浄財が寄せられ、事業　　　　　

団のスタッフを勇気付　　　　　

けてくれた。これらの　　　　　

募金は「他人事ではな　　　　　

い｣といった個人的な　　　　　

ものが大半だったが、　　　　　

地域や職場、学校、グ　　　　　

ループなどが被災者救援のために

開いたイベントやコンサートなど

で集めた浄財も多かった。

　第１次分の内訳は西部133件

･2,429,584円▽東京89件･818,129
円で福岡市の対策本部へ、大阪37
件･571,845円と中部3件26,941円
は日赤県支部にそれぞれ贈った。

各事業団には、その後も募金が寄

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　

せられており、２次以降の配分も

続ける。また市災害復旧復興本部

によると、義援金は８月現在で約

４億５千万円にのぼっているほか

県庁や県共同募金会、日赤県支部

など県関係にも５億円以上が寄せ

られており、県・市とも近く、配

分委員会を開き、配分額や配分方

法などについて協議する。

明日への確かな明かりを！

福祉キャンプなどに助成
　４～８月 各地から礼状続々届く

                      

 「ありがとうございま
した｣｢子どもたちの笑顔
が輝いていました｣──
西部社会事業団に今、各
地から続々と礼状が届い
ている。例年、夏は恵ま
れない子どもたちや障が
い児・者、その母親らを
対象にした、福祉施設や
福祉団体が主催する海や
山へのキャンプ、合宿研
修会、各種競技大会など
が各地で開催された。西
部社会事業団では、こう
した子どもたちに夏休み
を少しでも楽しんでもら
おうと、多くの方たちか
ら寄せられた浄財を活用
して助成しており、その

礼状が相次いでいるとい
うわけだ。礼状とともに
届く写真には、楽しそう
な子どもたちの笑顔がい
っぱいあり、事業団スタ
ッフを喜ばせている。
　今年４～８月の主な助
成事業は次の通り。
　①第38回山口県アイ
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　  　　
リンピック大会(開催日=
５月21日、助成額＝２
０万円)
　②日米精神障がい者交
流事業(開催日=６月15～
18日、助成額=１０万円) 
　③田川児童相談所管内
ボウリング大会(開催日=
６月25日と06年２月４
日、助成額=４万円)
　④第２８回毎日サマー
スクール (開催日=６月

28・29日、助成額=１０
万円)
　⑤第２６回脳性マヒ児
のための母親研修キャン
プ(開催日=７月16～19
日、助成額=１０万円 )  
　⑥第１６回北九州市障
害者水泳大会(開催日=７
月24日、助成額=５万円)
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　⑦平成17年度福岡・
筑豊地区合同自立体験セ
ミナー(開催日=７月21日
～８月26日、助成額=１
０万円)
 ⑧第３０回「歩みの会
」ふれあいキャンプ(開
催日=７月29～31日、助
成額=１０万円)
　⑨北九州手をつなぐ育
成会第９回わいわいキャ
ンプ (開催日=７月31日

～８月２日、助成額=５
万円)
 ⑩直方市障害児・者第
２８回ひまわりキャンプ
(開催日=８月６・７日、
助成額=１０万円)
 ⑪30周年記念「わたぼ
うし音楽祭」(開催日=８
月７日、助成額=５万円) 
　⑫第２９回北九州ＹＭ
ＣＡのびのびキャンプ(
開催日=８月13～16日、
助成額=３０万円)
 ⑬第５回ごろりんハウ
ス交流キャンプ(開催日=
８月20・21日、助成額=
５万円)
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